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ABSTRACT
There are two ways, namely intensive and extensive reading, to improve the reading skills. It is widely 
known that the extensive reading is greatly effective to improve English. Specifically learners can get the 
following benefits:
1. Learners should choose their books which can be read with ease and comfort.
2. Learners should read as much as possible without their dictionary.
3. Learners can stop reading the books that they selected if not interesting.
The purpose of this paper is to discuss and suggest how effective extensive reading is as compared with 
intensive reading.
序論
第二外国語（ここでは英語を指す）を習得するために様々な方法論が英語教育界で、論じられて
いる。特にリーディングの指導法に関しては、これまでにも多くの諸説の下、論議され、そして実
践されてきた。従来リーディング指導には精読と多読があることはだれもが認めるところである。
実際に日本の教育現場で行われているリーディングの授業では精読を中心にした英語講読である。
文法的な側面を重視し英文構成を把握し、不明な英単語に直面した際には、辞書を駆使し一語一語
適する語彙を選択する。そして日本語訳が完成するのである。英語使いの達人はこうして英語力を
増大していき後世にその名を馳せたのである。現代の英語指導法を考察するとき、確かにここには
いくつかの問題点が潜んでいることも事実である。家庭学習の一環として、数冊の書物を教授者側
が推薦・指定し、半強制的に学習者はその本に対する興味の度合いなどは、全く無視されたまま読
むことになる。この論文で、筆者は様々な問題を提起するとともに、実際の現場での体験を取り入
れ、第二外国語の指導において最も率の上がる方法論を展開してみる。
１ ．多読の意義
多読にも様々な方法があるが、ほとんどの場合適切な教授者の指導のもとに行われることは少な
い。少ない原因は、大学のカリキュラムの中に、多読を直接扱う科目が少ないのが現状である。教
えること、あるいは学習者は教わることに重点が置かれ、自由に読書する材料を適切な指導の下、
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展開されるような授業形態は少ない。実用英語が中心をなす現代の第二言語事情により、学習者は
実践的な学習法に重きを置き、腰を据えてまたは学習者自身の楽しみのために読書する体制に残念
ながら現代の英語教育では大部分が確立するに至ってはいない。
1 ）多読の定義・利点・問題点
多読を定義すると次のようになる。
（ 1  ）学習者が自分の興味関心をもとに自由に本を選択し、自分の時間配分で読み進めていく方法。
学習者のレベル、つまり学習者が十分語彙や文法において、選択した本が理解できる範囲内に
あることが必要である。
（ 2  ）不明な語彙があっても読みを中断することなく、どんどん読んでいく。ただしその不明な語
彙が選択した作品にとってキーワードとなっているような場合には、最小限の範囲で、辞書で
意味を確認することもある。これは言い換えれば、わからない個所は無視して、わかるところ
をつないで全体を把握していくということである。
（ ３  ）選択した本を読み進めていくうちに、学習者にとってつまらないと感じた時、即座に中止し、
別の本に進む。最後まで辛抱強く選んだ本を読了する必要などまったくない。
以上のような多読の定義により、次のような利点あるいは問題点を掲げることができる。
（ 1  ）本の選択に大きな意義を見出すことができる。学習者は興味の持てる、しかも教科が第二言
語ではあっても構文、語彙、文法が十分理解できる範囲のものを選択している関係上、強制的
に指示された材料を読む場合に比べ、楽しさが倍増する。しかも楽しんで読むという姿勢で読
了出来ると予測できる。
（ 2  ）辞書を頻繁に使わないことから、話の筋が中断されることはない。あくまでも読書は内容把
握が中心課題となる。その結果読むスピードが上がり、沢山の本に接する機会が増すことにな
る。
（ ３  ）ただひたすら読むことが多読の利点を引き出す結果となる。故に学習者が選択した本が陳腐
だと感じた時点で、中止する英断も必要である。
一方多様な問題点も提起することができる。なぜ多読は普及しないのかという疑問である。
（ 1  ）学習者は従来のリーディング法に慣れており、また受験競争の中で培われた読書スタイルと
は別に、多読の授業を受け入れることができるか。
（ 2  ）レベルが多様な学習者に対し、教材は初級から上級まで様々なジャンルで選択出来るよう準
備整理されているか。
（ ３  ）習慣化され、読書を続けるようになるまでは、十分な教授者からの助言が必要となる。
（ ４  ）現行のカリキュラムの中で、多読のための時間を見出すことの困難さもある。
（ ５  ）授業での評価基準をどうするか。
先行研究において多読と精読を比較したものがあるので、ここにその表を掲げてみる。
Richard R. Day & Julian Bamford 著：Extensive Reading in the Second Language Classroom, Cambridge 
Uni. Press, 1998. P.123
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Intensive Type of reading Extensive
Read accurately Class goal Read fluently
Translate Reading purpose Get information
Answer question Enjoy
Words and pronunciation Focus Meaning
Often difficult Material Easy
Teacher chooses You choose
Not much Amount A lot
Slower Speed Faster
Must finish Method Stop if you don’t like it
Use dictionary No dictionary
Figure 1　Chart contrasting intensive and extensive reading.
２ ．授業での展開
授業で多読を正規科目として取り入れる場合、ゼミナールのような比較的少人数クラスが適す
る。学習者の第二言語能力は千差万別で、適切な指導を行う場合、何よりも対象が少人数であると、
個々のレベルに合わせた指導が可能である。授業での展開を列挙し、いかに多読による読書が効果
的であるか、さらに多読によるリーディング指導の問題点をいかに克服していくかを検証する。
1 ）ガイダンスの重要性
　 　第 1 回目の授業において、多読を実践することにより、第二言語力を身につける方法と、そ
れを実践する学習者の不安と疑問を払拭する必要がある。今までの学習経験は学習者にとって
は絶対的であり、楽しむために読む本を自らが選択し、つまらなければ途中放棄も許される、
不明な語彙があっても話の筋が途切れるから辞書は出来るだけ引かずに先へ進み中断するな
と、これが正規授業の中で展開されるとなると、不安不信を抱き、かなり抵抗を感じるかもし
れない。第一言語と同じような方法で読書することの意義をしっかり植えつける必要がある。
　 　多読の究極的目標が、習慣的読書を身につけることより生ずる第二言語に対する抵抗感の軽
減にある。やさしい教材を習慣的に大量に読み、吸収することで無意識のうちに語彙力を伸ば
し、そして第二言語による読書を楽しむ自分がいることに気づくのである。
　 　学習経験の中で、もう一点多読を習慣づけるために大きな障害となる事実がある。学習者が
90分の授業の中で、教授者側から積極的に教わりたい、学びたいという姿勢がすでに身に付い
ている点である。さらに教授者も教えたいという意識が強すぎるため、静かな学習者の読書時
間を大幅に割いてしまう傾向にある。これらの問題点を双方が理解し、プログラムに取り組む
必要がある。
1 週間の読書ノートの実際を挙げてみると次のようになる。学生の読書ノートである。
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Date Title Page Comments
10/26 (Mon) New Moon 20–35 不明な単語があるが筋は何となく
理解できた。
10/27 (Tue) New Moon 36–40 緊迫感が伝わってくる。
10/28 (Wed) Buffy the Vampire Slayer 1–20 demon 出てくる。
10/29 (Thurs) Buffy the Vampire Slayer DVD で観た。
10/30 (Fri) Buffy the Vampire Slayer ゆっくり読んだ。おもしろかった。
10/31 (Sat) Room 13 1–11 ホラーなのにあまり怖くもなく、
面白くもないので中止。
11/1 (Sun)
Figure 2　Sample reaction reports.
2 ）学習者並びに指導上の目標
　 　どのくらいの量を読むのか、それぞれ各自の目標を立てる。授業は 1 週間単位で実施される
ため、 1 週間の目標を立てることになる。ゼミナールでは、 1 週間に 1 冊を目標とし、毎日の
読書ノートへの記載を確実に実行し、読書を継続することが確認される。勿論ここでも興味の
度合いにより途中で本の変更もありうること、その場合は 1 冊読了が難しくなる場合も当然あ
ること、この様に出来るだけ負担のない読み方を奨励することをクラス全員で確認する。以上
の点を踏まえて、次の段階へと進むことになる。
３ ）豊富な教材群（洋書群）からの選択
　 　大学図書館の利用は、豊富な教材から多読用の本を選択するためには最適な利用法だと言え
る。レベル別に分類されたシリーズ物が多数常備されているからである。学習者は第 1 回目の
授業において、多読の定義や有効性について教授者から説明を受けた後、図書館へ行き、それ
ぞれの興味関心に応じて面白そうな本を ５ 冊程借りてくる。
４ ）選択した本の整理と公表
　 　学習者は教室で、借りた本の著者、レベル、ページ数等の整理を行い、PC 上に記録する。
これによりなぜこれらの本を選択したのか、その本の位置づけを行うことになる。次に各自が
1 週間で読む予定の本を他の学習者に提示する。他の学習者との比較により、自分がどの程度
のレベルのものを、またどのような関心の下に選択したか、より強く印象付けることになる。
自分よりもレベルの高い本を選んだ学習者への潜在的な競争心は今後の読書に大きな刺激を与
えることになるのは間違いのないところである。
　 　実際に図書館へ行きどのような本を選択してきたか、見てみることにする。自由に 1 週間で
読める範囲のものという内心的な制限も手伝って、選択してきた本は、レベル的に易しいもの
を選ぶ学習者が多かった。挿絵が豊富な絵本風のもの、映画化され一世を風靡したシナリオ版
等である。中には「不思議の国のアリス」のように本格的な物語を選択してきた学生もいた。
５ ）教室内での集中力強化
　 　教室内では、1５分間の読書時間を設定した。これにより読書に集中する時間を組み入れ、集
中する習慣を身につける効果がある。学習者は非常に熱心に借り出した本を黙読する。自分に
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とって興味ある、面白い本の読書は全くの苦にならないばかりか、反対に本に没頭する姿がそ
こには確かにあった。1５分間がとても短く感じられた一瞬であった。一日数分間、数時間の読
書習慣が身につけば、多読の大きな目標を一つ達成したことになる。
６ ）読了した本の紹介とディスカッション
　 　 1 週間で読み終えたそれぞれの本に関する発表を第 2 時限目の授業で各自が発表する。あら
すじをメインにし、感動した場面の説明並びに印象に残ったセンテンスの紹介などである。内
容がどれだけ把握できたかを確認するための重要な過程である。人前での発表は、ある程度内
容が理解できていなければ不可能なことで、ここで学習者は、内容がある程度理解できている
ことを確認することになる。一週間で一冊読破出来た喜びと自信は今後の多読プログラムを円
滑にこなす大きな糧となるはずである。
　 　この発表段階で加わる学習過程として、フリーディスカッションがある。発表を聞いた他の
学習者は、内容について様々な疑問や提案をすることにより、なお一層の内容確認作業となる。
質問事項は多岐にわたっており、実に興味深いものである。例えばその本の主人公の考えに賛
同できるか、あるいはその本は他の学習者に読むよう推薦できるかとか、実に多読の意義を感
じ取れるような展開であった。
７ ）本の選定に関わる問題点
　 　 1 回目の多読プログラムを終了し、特に学習者が問題提起した点が、本の選択の難しさで
あった。楽しく、かつあまりストレスを感じることなく 1 週間で読める範囲の本を選択したが
ために、期限内に 1 冊は確実に読破達成できたが、物足りなさが随分あった学習者もいた。挿
絵が多い初級クラス本を選択した学習者は発表段階で、あらすじについては勿論のこと、印象
に残ったセンテンスの紹介になると、なお一層苦慮することになった。ある程度の内容がある
本でなければ、発表で苦労するということである。次回の選定段階に非常に参考になる事例で
あった。
８ ） 1 週間の学習目標の確認
　 　授業の最後に次の 1 週間の読書目標の確認を各自実施し、選定した本の紹介を全員が行い、
1 週間の読書ノートを提出して終了した。
9 ）読書ノートから見える学習者の勢いと反省
　 　 1 週間分の読書ノートを点検してみると、この多読プログラムによる成果が様々な形で表れ
ていることが分かる。積極的に読書することに 1 週間費やした学習者と、そうでない学習者の
差がノートに歴然として表れているのである。読了した本のあらすじを詳細に PC でまとめた
物を読書ノートとともに提出する学生もいれば、反対に 1 週間が毎日同じページの繰り返しと
いう学習者も見受けられた。毎日数分でも読み、習慣を身につけるためにもノートに記載する
よう指示したが、実行できない学習者も数名いた。
３ ．ディスカッションの重要性
読了後のディスカッションの意義は実に大きい。他の学習者からの質問や提案に的確に返答する
ためには、相当の内容把握が必要とされる。一連の学習プログラムに読了後のあらすじ、感想、英
文そのものに関するディスカッションがあることを事前のガイダンスで周知しておくことにより、
学習者は自由な読書スタイルで自己選択した書物を読むにもかかわらず、ある程度いい刺激を持っ
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て読むことになる。ただしこのことが多大なる学習者の負担になると、自由に楽しく読むというコ
ンセプトが崩れてしまう恐れがあるため、教授者側の適切なコントロールと助言が必要になる。
学生から実際に発せられた質問は次のようなものであった。
1 ）選択した本は楽しんで読むことができたか。
2 ） 読んで理解できることを大前提として、本を選択したと思うが、十分意味内容が把握できたか。
３ ）読むことを他の学生に勧められる本であったか。
４ ）なぜその本を選んだか。
５ ）読んで良かったと自分で思えるものであったか。
６ ）不明な語彙の取り扱いはどのようにしたか。つまり辞書は全く使用しなかったのか。
７ ）自分にふさわしい本だと思ったか。その理由は何か。
８ ）次にどのジャンルの本を読んでみたいと思うか。
以上のような質問がそれぞれ活発に出され、意見交換がなされた。相当な時間を費やして自分が
選択した本の面白さを強調する学生も数名いた。
４ ．多読のための教材
多読プログラムを成功させるためには豊富な材料を必要とすることは言うまでもない。学習者が
学生であるならば大学図書館がその要求を十分満たしてくれる。レベル別に分かれた洋書群が常備
されていれば、ほぼこの多読プログラムを成功させることができるといっても過言ではない。たい
ていの場合、特に文化系大学の場合、英語に関する様々な材料が整っているのが現状である。多読
のためのシリーズ本が図書館の本棚をかなりの範囲において占拠している。多読の意義を学習者に
適切に伝授することにより、積極的に取り組む姿が確かにある。
５ ．学習者総論
半期授業の終了間際に筆者は学習者に次のようなアンケートを実施した。学習者は半期の授業を
通して、 1 週間に 1 冊という読書目標を掲げながら、それを達成しようと努力してきた。言うまで
もなくそこには大きな進展があることは想像できるが、実際に多読プログラムを体験し、どのよう
な影響が学習者にあったのか、アンケート内容から読み取る事が出来る。
1 ）洋書を読むことにどのような変化、あるいはイメージが出来あがったか。
　　A： 日本語の本を読む場合とは違い、時には知らない単語や理解できない文法を話の流れから
予想して読むことが必要だと思います。しかし自分の力より難易度の低い本を選べば、ほ
ぼ日本語の本と同じ感覚で読むことができる気がします。
　　B： テキストの長文を読むことが苦ではなくなった。また分厚くても、興味がある内容なら最
後まで読み切ることができるようになった。
　　C： 自分の興味のある分野がわかった。
　　D： 洋書を読むことにあまり興味がなかったが、授業で本を何冊も読んでいくうちに、楽しい
と思えるようになった。
　　E： 英語を読む機会が増えたので、前より英語を身近に感じるようになった。
2 ）英語を読むことは難しいというイメージが少しは払拭されたか。
　　A： 毎週ノルマが決まっていたので目が少し慣れてきたのか、突然英語の長文を見ても前より
焦らなくなりました。
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　　B： 自分にあったレベルか、もしくは少し高めのレベルなら案外読めるなと思った。
　　C： 前からあまり抵抗がなかった。
　　D： 洋書を読むことにあまり興味がなかったが、授業で本を何冊も読んでいくうちに、楽しい
と思えるようになった。
　　E： 辞書をほとんど引かずに読むことができる事がだんだん増えてきたので、英語を読むこと
は難しいというイメージは少し払拭された。
３ ）飽きることなく続けられる秘訣は何だと思いますか。
　　A： 自分の興味がある本を読むこと、映画などで物語を予習しておく、などだと思います。
　　B： 読みたいときだけ読むこと。時間に余裕があるときは読めるだけ読む。
　　C： 自分の好きな分野の本を読む
　　D： 最初は難しいだろうと思っていたが、何冊も読むことで、難しいというイメージは薄れて
いった。
　　E： 読んでいて面白くないなと思ったら無理して読まずに、途中でやめると自分が面白いと思
う本が読めると思うので、飽きないと思う。
４ ）あなたの本の選択基準はどこで決定するか。
　　A： その物語が面白いかどうか、自分の実力に合っているのか、1 週間以内で読む本としてペー
ジ数に無理がないか、などです。
　　B： 興味がある内容。物語よりは、知っている映画のストーリーを文章で読んでみる、また世
界のことについて知識が高まる本など。日本のことについても英文で読むと、知らない単
語がスラスラ入ってくるから好き。
　　C： レベルと分野。あらすじを読んで興味がわけば読んでみる。
　　D： 題名、表紙、ページ数。
　　E： あまり単語が多くなくて、場面が想像できるようなイラストが少し入っているような本を
選ぶ。
英語学習者一人ひとりが持っている究極の目標は、第一言語と同じように、英語を読むという意
識ではなく、内容を楽しむという意識で読書する姿勢にある。第一言語習得の過程と同じように多
くの作品に触れることにより、確実にその目標に近づけることは確かである。読書が外国語という
言葉の壁に邪魔されることなく、スムーズに吸収されることの意義は実に大きい。
結論
英語教育において多読プログラムの導入は、非常に大きな意義を持つことになる。多読プログラ
ムを取り入れることにより、英語に苦手意識を持つ学習者に対しても、また逆に英語を得意とする
者に対しても、両極に対し、有効なプログラムであることは明確である。英文に慣れ親しむことの
重要性は今更述べるべきことでもないが、接すれば接するほど、身近なものとなる事は事実で、何
よりも自らが読みたいと欲する材料を苦も無く読み続ける事が出来るということが大きな進歩をも
たらすことになる。強いストレスを感じることなく自ら選択した材料を理解度が十分及ぶ範囲内の
書物を読み、更にそれが感動を得る結果になる。実に理にかなった語学習得法だといえる。多読の
方法ならびに意義を明確に学習者に伝えることにより、今まで培った先入観を払拭し、読書の喜び
を味わいつつ、実力をつけていくまさに一石二鳥の方法だと言える。
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